
■第３７回委員会の協議案件

技術的工夫等 相手方のメリット

5その他
調整池の

縮小

第
37
回

第二東海自動車道
横浜名古屋線

伊勢原大山IC
～新秦野IC

・地元
・道路管理者
（国・市）
・河川管理者
（県・市）

・地下調整池からの排水の流末をB区間の水路
に変更することで地下調整池の縮小を見込める
ことに着目
・B区間を含む工事促進が課題であったため、工
事用道路の共同使用や工程調整会議の開催等
の事業マネジメントを主体的に実施し、調整池
規模縮小を実現

-
・事業マネジメントを
主体的に実施

・地元との協議
・道路管理者（国・
市）との協議
・河川管理者（県・
市）との協議

－
・工事用道路の共同
使用により、B区間
工事が促進された

●施設・設備の縮小に関する協議

技術的工夫等 相手方のメリット

73
調整池の

縮小

第
17
回

東関東自動車道水
戸線

茨城南IC～
茨城JCT

・河川管理者
・調整池への流入が避けられない後背流入域分
の流量を、河川管理者との協議により返流ます
で直接返流することで調整池規模を縮小した。

0.75 － －
○河川管理者との協
議

○返流ますの採用

・農業では使われているが、道路事業では使われておらず、技術
的な工夫ととらえることができる。
・新しい提案のため河川管理者も許可しづらかったと思われるの
で協議でも苦労があったのでは。

90
受配電設
備の縮小

第
30
回

神戸淡路鳴門自動
車道

淡路島南IC～
鳴門北IC

・環境省
・道路管理者
・電力事業者

給電設備に係る協議及び給電方式の変更によ
り、受配電設備の更新費が縮減されたもの

0.75 － －

・環境省
・道路管理者
・電力事業者との協
議

・強風による架線の
断線し、周辺への波
及事故（停電）防止

・関西電力が送電線を整備していることによく気がついたと考える。
・また、18回に渡り協議を実施し、非常に大変であったと考える。

●河川等管理者との協議、工事用道路に関する協議

技術的工夫等 相手方のメリット

11
橋梁
↓

盛土

第
26
回

新東名高速道路
秦野IC～御殿
場JCT

・砂防指定地
の管理者（県）

・本線の南側に近接する既設砂防堰堤を回避
するため橋梁で計画していたが、砂防堰堤の移
設に伴う河川勾配の緩和による安全性の向上
やボックスカルバート等に管理用通路を配置し
た計画を立案・説明し、橋梁から盛土に変更し
た。

0.25 － －
・砂防指定地の管理
者（県）との協議

・官官協議であり、特に協議が困難であったことが明確でないた
め、評価は標準よりも低いと考えられる。

22
橋梁延長

短縮

第
22
回

近畿自動車道名古
屋神戸線

高槻JCT～箕
面IC

・河川管理者
・地元

・砂防指定地内に計画していた橋梁について、
土配計画を見直し、橋脚高が低い区間を盛土
（補強土壁）に変更した。

0.5 ・土配計画の変更
・河川管理者との協
議
・地元との協議

・砂防協議は官官協議であるが、地元との協議もあったということ
で標準的な努力ではないか。

27
橋梁形式

変更

第
22
回

近畿自動車道名古
屋神戸線

高槻JCT～箕
面IC

・河川管理者
・河川堤体内に橋脚を設置することにより、上部
工の鋼重等を軽減した。

0.5
・河川管理者との協
議

・形式を見直さない
場合の構造的な課
題を分かり易く説明

・官官協議ではあるが、当初計画の構造は将来的に維持管理費用
が増加したかもしれないということ、技術的にも努力されていること
を考えれば、標準的な努力ではないか。

38
２横断構
造物の変

更

ボックスカ
ルバート
の廃止

第
20
回

一般国道478号
（京都縦貫自動車
道）

沓掛IC～大山崎
JCT

・河川管理者
（市）

・カルバートボックスを廃止し、側道と水路を同
時に横過する橋梁に変更した。

0.25 ・官官協議
・業務引継後、短期
間で協議を実施

・相手が行政であり、一般国民から見れば、当然行うべき協議。
・引き継いだ計画のまま進めるのではなく、創意工夫を行った点は
評価できるのではないか。

85 ５その他
道路切り
替え回数
の削減

第
24
回

東関東自動車道
水戸線

松戸IC～高谷
JCT

・地元
・企業所有地を借地し、切り替える県道の線形
を見直すことで、切り替え回数を削減し、施工期
間を短縮した。

0.5 － － ・地元との協議

・当初計画時に、用地買収交渉が厳しかったため借地をすることが
難しいと判断したことを踏まえると、標準的な努力
・他の現場でも同様な騒音対策等はとられていると思うので、判断
はやや厳しめ。
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5その他

協定区間 協議相手 変更の概要
貢献度
判定

①計画熟度

②会社の主体性
③協議困難度
（相手・種類）

④追記事項（加点要素）
委員会での意見等

１本線構
造物の変

更

協定区間 協議相手 変更の概要
貢献度
判定

①計画熟度

参考資料３－２
















